
地震防災マップ作成の考え方（岡崎市の例）
（揺れやすさマップ、建物被害マップ）

活断層による
地震

どこでも起こり
うるM6.9の地震

震度分布マップ
（揺れやすさマップ）

重ね合わせ

地域の危険度マップ

３つのタイプの
地震による揺れ
の最大をとった
震度分布

建物被害危険度の例

海溝型地震 直下型地震

（東南海地震タイプ） （阪神・淡路大震災タイプ） （中越地震タイプ）

□凡例
50mメッシュ別
建物被害危険度

■ 危険度６（危険度大）

■ 危険度５

■ 危険度４

■ 危険度３

■ 危険度２

■ 危険度１

建物のデータをあわせて
メッシュ毎の建物被害を
評価する

６ 強

６ 弱

震 度

（６強については５段階に分けて揺れを評価）

強

弱

５ 強
５ 弱


